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標
高
分
布
と
　
高
槻
市
域

の
標
高
分
布
は
別
添
折
込
み
図
に
段
彩
で
示
し
た
通
り
、
全
体
と
し
て
は
北
部

に
高
く
、
南
部
に

地

形

区

分
　
　低
い
パ
タ
ー
ン
を
呈
し
て
お
り
、
面
積
の
う
え
で
は
、
標
高
二
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
地
と
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
の
山
地
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
市
域
内

の
最
高
峰
は
ポ
ン
ポ
ン
山
山
頂
の
六
七
八

・
九
メ
ー
ト
ル
で
、
山
頂

か
ら
は
京
都
盆
地
、
大
阪
平
野
を

一
望
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
か
つ
て
山
崎

の
合
戦
で
は
秀
吉
軍
が
陣
を
構
え
、

今
日
で
は
東
海
自
然
歩
道
に
組
み
込
ま
れ
て
訪
れ
る

ハ
イ
ヵ
ー
が
多
い
。
こ
れ
に
次
ぐ
高
度
を
測
る
の
は
黒
柄
岳

(五
二
六
・
九

み
ょ
う
じ
ん

メ
ー
ト

ル
)
、

明
神
ヶ

岳

(
五
二
三

・
五

メ
ー
ト
ル
)
な

ど

で

、
南

部

の
低

地

か
ら

眺

め
た

場

合

、

ひ
と

き

わ

目

立

つ
阿

武

山

は

二

あ

ま

 八

一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
安
満
山
は
二
七
四

・
二
メ
ー
ト
ル
と

一
段
低
く
な
る
。

一
方
、
市
内
で
も

っ
と
も
低

い
所
は
市
域
南
端

に
近
い
柱
本
地
区
と
摂
津
市
と
の
境
界
付
近
に
ひ
ろ
が
る
水
田
で
、
昭
和
四

一
年
測
図
の
三
、
○
○
○
分
の

一
高
槻
市
地
図
に

よ
れ
ば
、
そ
の
標
高
は
三

・
三
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
標
高
分
布
を
示
す
高
槻
市
域
は
、
そ
の
地
形
的
特
色
に
よ
っ
て
、山
地
、
谷
底
平
野
、
丘
陵
地
、
台
地
、
沖
積
低
地
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図2　 高槻市の地形区分
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第二章　高槻の地形と河川

の
五
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
図
二
は
こ
の
地
形
区
分
を
図
示
し
た
も
の
で
、
山
地
は
市
域
北
半
部

の
標
高
約

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
以

上
の
地
域
を
占
め
、
北
摂
山
地
の

一
部
を
構
成
し
て
い
る
。
谷
底
平
野
は
北
摂
山
地
を
き
ざ
む
河
谷
に
沿

っ
て
形
成
さ
れ
た
小

た

の
う

低
地
で
、
芥
川
源
流
の
田
能
盆
地
、
同
中
流

の
原
盆
地
や
服
部
谷
、
桧
尾
川
中
流
の
成
合
谷
の
ほ
か
、
図
二
に
は
図
示
で
き
な

か

っ
た
が
、
小
規
模
な
も
の
は
樫
田
地
区
の
杉
生
、
二
料
、
中
畑
、
出
灰
や
、
水
無
瀬
川
上
流
の
川
久
保
、
芥
川
支
流
の
萩
谷

な
ど
に
も
み
ら
れ
、
北
摂
山
地
内
部
に
お
け
る
唯

一
の
農
業
生
産
お
よ
び
居
住
の
場
と
な

っ
て
い
る
。

丘
陵
地
は
、
北
摂
山
地
の
南
端
に
付
着
し
た
、
比
較
的
起
伏
量

の
小
さ
い
標
高
三
〇
～
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
小
起
伏
地
で
、

高
槻
丘
陵
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
近
年
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
日
吉
台
、
安
岡
寺
、
松
ヶ

丘
、
南
平
台
な
ど
の
住
宅
地
と
な
っ
て
人
工
的
改
変
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
わ
ず
か
に
奈
佐
原
地
区
に
原
形
を
と
ど

め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
で
も
日
本
住
宅
公
団
な
ど
に
よ
る
宅
地
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
奈
佐
原
丘
陵

の
先
端
部

か
ら
南
方

へ
舌
状
に
突
出
し
て
い
る
の
が
市
内
唯

一
の
台
地
で
、
富
田
台
地
と
呼
ば
れ
、
標
高

一
〇
～
三
〇

メ
ー
ト
ル
を
は
か

り
、
そ
の
南
東
端
に
は
富
田
の
古

い
町
並
を
の
せ
て
い
る
。

市
域
南
部
に
ひ
ろ
が
る
低
地
は
、
そ
の
大
部
分
が
標
高

一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
湿
地
で
、
北
部
山
麓
に
は
標
高

一
〇
～
二

〇

メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
扇
状
地
が
付
着
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
淀
川
お
よ
び
そ
こ
へ
流
入
す
る
芥
川
、
桧
尾
川
な
ど
の
堆
積
作

用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
低
地
で
、
大
阪
平
野
の
北
東
部
を
占
め
る
淀
川
低
地
の

一
部
を
な
し
て
、
古
来
、
生
産
と
居
住

の
主
要
舞
台
と
な

っ
て
い
た
。

高
槻
市
域
の
北
半
部
を
含
む
北
摂
山
地
は
、
北
は
亀
岡
盆
地
南
縁
、
東
は
京
都
盆
地
西
縁
、
南
は
大
阪
平
野

北

摂

山

地

北
辺
を
画
し
、
西
は
猪
名
川
河
谷
、
中
山
山
塊
を
は
さ
ん
で
六
甲
山
地
へ
連
な
る
地
域
の
総
称
で
、
京
都
盆

1 O



Ⅰ　高槻の自然環境

地
、
大
阪
平
野
に
の
ぞ
む
斜
面
は
急
峻
で
あ
る
が
、
山
頂

部
は
定
高
性
が
強
く
、
高
度
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低

山
性
山
地
な
が
ら
全
体
と
し
て
は
高
原
状
の
地
形
を
呈
し

て
い
る
。
こ
の
高
原
状

の
地
形
は
、
近
畿
地
方
北
部
に
ひ

ば
ん
た
ん

ろ
が
る
丹
波
高
地
に
共
通
す
る
特
徴
で
、
さ
ら
に
は
播
但

山
地
を
経
て
西
方
の
中
国
山
地

の
そ
れ
に
通
じ
、
こ
の
こ

と
か
ら
北
摂
山
地
は
丹
波
高
地

の
南
東
端
を
な
す
も
の
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

北
摂
山
地
の
内
部
に
は
、
北
東
～
南
西
方
向
と
北
西
～

南
東
方
向
の
断
裂
が
著
し
く
、
こ
れ
ら
の
構
造
線
に
よ

っ

て
い
く
つ
か
の
地
塊
的
な
山
地
に
区
分
さ
れ
る
。
高
槻
市

域
は
、
南
流
す
る
安
威
川
と
北
流
す
る
曽
我
谷
川
の
河
谷

に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
東
部
山
塊
に
含
ま
れ
、
そ
の
主
体
を

な
す

の
が
ポ
ン
ポ
ン
山
を
主
峰
と
す
る
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊

で
あ
る
。

ポ

ン

ポ

ン
山

山

塊

ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
は
、
東
側
を
京
都
盆

地
に
臨
む
比
高
約
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に

図3　 北摂山地東部の切峰面(水 山高幸 「丹波山地の面について」による)
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第二章　高槻の地形と河川

と
う

げ

及
ぶ
急
斜
面
、
西
側
を
安
威
川
と
そ
の
支
流
東
掛
川
に
よ
っ
て
限
ら

れ
、
南
流
す
る
芥
川
の
谷
で
東
西
に
分
れ
る
。
こ
の
山
塊
を
構
成
し

け
つ
が
ん

て
い
る
の
は
砂
岩
、
頁
岩
、
チ
ャ
ー
ト
な
ど
、
丹
波
層
群
と
呼
ば
れ

る
古
生
層
の
岩
石
で
、
南
西
部
の
三
好
山
付
近
で
は
部
分
的
に
花
崗

岩
が
併
入
し
、
古
生
層
が
熱
変
成
を
う
け
た
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
も
み

ら
れ
る
。
図
三
は
北
摂
山
地
東
部
の
切
峰
面
図
で
、

こ
の
山
塊
が
北

か
ら

と
ご

え

東
方

の
唐
櫃
越
山
塊
、
南
東
方
の
天
王
山
山
塊
、
北
西
方
の
竜
ヶ
尾

こ
う
お
う
ざ
ん

山
山
塊
、
西
方
に
安
威
川
を

へ
だ
て
た
鴻
応
山
山
塊
な
ど
に
く
ら
べ

て
、
明
瞭
な
線
で

一
段
高
く
な

っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

お

し
お

ポ
ン

ポ

ン
山

山
塊

の
最

高

所

は
、

そ

の

東

部

に
小

塩

山

(
六
四

一

メ
ー
ト

ル
)
か

ら

ポ

ン

ポ

ン

山

(
六
七
八

・
九

メ
ー
ト

ル
)
、

釈

迦

岳

(
六
三

一
・
四

メ
ー
ト

ル
)

に

か
け

て
、

南

北

に
連

な

る
定

高

性

の
あ

る

山
稜

で
、

北

端

の

小

塩

山

か

ら

は

西

方

に

向

っ
て

、

明
神
ヶ

岳

く
ろ
が
ら

(
五
二
三

・
五

メ
ー
ト

ル
)
か

ら

黒
柄

岳

(
五
二
六

・
九

メ
ー
ト

ル
)
へ
続

く

、

一
段

低

い
な

が

ら
も

、

こ
れ

ま

た
定

高

性

の
顕
著

な

山
稜

が
派

出

し

て

い
る
。

図

四

は
高

槻

市

域

の
東

北

端

に

あ

た

る
中

畑

北

方

の

山
頂

(
五
二
〇

メ
ー
ト
ル
)
を

起

点

と

し

て

各

分

水

界

を

つ
ら

ね

た
曲

塊 の 分 水 界 縦 断 面 図

12



Ⅰ　高槻の自然環境

線
断
面
図
で
、
こ
れ
ら
の
定
高
性
山
稜
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

図
四
は
、
さ
ら
に
、
ポ
ン
ポ
ン
山
か
ら
本
山
寺
を
経
て
安
満
山
に

い
た
る
、
芥
川

・
桧
尾
川
と
水
無
瀬
川
と
の
分
水

界

を
な
す
稜

線

や
、
釈
迦
岳
か
ら
天
王
山
ま
で
南
東
方
向
に
伸
び
て
京
都
盆
地
側
と

水
無
瀬
川
水
系
を
区
画
す
る
稜
線
、
さ
ら
に
は
ま
た
明
神
ヶ
岳
か
ら

昇
リ
尾
峠
、
地
獄
谷
峠
を
経
て
阿
武
山
に
至
る
芥
川

・
安
威
川
両
水

系

の
分
水
界
が
、
標
高
四
〇
〇
～
四
六
〇

メ
ー
ト
ル
、
同
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
前
後
、
お
よ
び
同
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
定
高
性
の
あ
る

小
起
伏
を
介
在
さ
せ
な
が
ら
、
階
段
状
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
階
段
状
地
形
は
、
北
摂
山
地
が
数
次
に
わ

た
る
間
欠
的
な
隆
起
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
各
時
期
に
応
じ
た
侵
食

基
準
面
を
通
じ
て
か
な
り
の
開
析
平
坦
化
を
み
た
結
果
を
示
す
も
の

と
解
さ
れ
る
。

ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
は
北
摂
山
地
の
中
で
は
最
大

の
起
伏

量

を
示

し
、
山
稜
は

一
般
に
や
せ
尾
根
で
、
緩
斜
面
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

こ
と
に
、
ポ
ン
ポ
ン
山
か
ら
地
獄
谷
峠

へ
か
け
て
の
山
塊
中
央
部
で

は
傾
斜
角
三
〇
度
以
上
の
急
斜
面
が
卓
越
し
、
原
～
樫
田
間

の
芥
川

図4　 ポ ン ポ ン 山 山
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第二章　高槻の地形と河川

峡
谷
で
は
四
〇
度
を
越
え
る
斜
面
も
随
所
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
芥
川
源
流

の
樫
田
地
区
で
は
二
〇

～
三
〇
度

の
斜
面

が
多
く
な
り
、
お
だ
や
か
な
山
形
を
呈
し
て
い
る
。

他
方
、
山
塊
南
部
の
安
満
山
か
ら
水
無
瀬
川
に
至
る
成
合
東
方
の
山
地
や
、
阿
武
山
か
ら
北
大
阪
変
電
所
に
至

る

山

陵

に

は
、
標
高
二
〇
〇
～
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
小
起
伏
面
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
成
合
北
東
方
の
標
高
二
〇
〇

メ
ー

写2　 成合北東方の前輪廻河谷

ト
ル
付
近
で
は
、
島
本
町
と
の
境
界
を
な
す
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
後

の

山
稜
の
西
側
中
腹
に
顕
著
な
小
起
伏
面
が
階
段
状
に
付
着
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
前
輪
廻
の
名
残
り
を
示
す
開
い
た
谷
も
あ

っ
て
、大
サ
コ
谷
、

新
開
、
神
尾
な
ど
の
小
字
名
を
有
す
る
水
田
が
近
年
ま
で
耕
作
さ
れ
て

い
た
。
金
竜
寺
が
位
置
す
る
の
も
、
安
満
山
北
西
斜
面
の
谷
に
わ
ず
か

な
名
残
り
を
と
ど
め
る
小
平
坦
面
で
あ
る
。

ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
の
南
東
側
に

一
段
低
く
階
段
状

に
つ
き
出
し
、
淀

川
南
岸
の
男
山
と
相
対
し
て
山
崎
狭
隘
部
を

つ
く
り
、
大
阪
府
と
京
都

府
と
の
境
界
を
な
し
て
い
る
の
が
天
王
山
山
塊
で
あ
る
。

こ

の
山

塊

は
、
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
南
端
の
安
満
山
や
阿
武
山
に
対
応
し
、
標
高
二

五
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
定
高
性
が
著
し
く
、
小
起
伏

の
丸
み
を
お

び
た
山
形
を
作

っ
て
い
る
。
山
地
の
輪
か
く
は
各
所
に
お
い
て
直
線
的

な
急
斜
面
と
な

っ
て
い
て
、
こ
れ
は
断
層
な
ど
の
構
造
線
に
関
連
す
る

1 4



Ⅰ　高槻の自然環境

も
の
と
推
定
さ
れ
、
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
と
の
境
界
は
、
京
都
盆
地
の
西
縁
を
な
す
構
造
線
の
延
長
で
、

南
北
方
向
に
柳
谷

（長

岡
京
市
)
か
ら
尺
代

（島
本
町
）
を
経
て
高
槻
市
東
端

の
神
内
に
至
る
神
内
断
層
に
よ

っ
て
画
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
を
刻
む
河
谷
や
、
こ
の
山
塊
と
高
槻
丘
陵
と
の
間
に
は
数
多
く
の
谷
底
平
野

が

み

ら

れ

谷

底

平

野

る
。
こ
の
う
ち
、
樫
田
地
区
の
中
心
を
な
す
田
能
盆
地
は
標
高
三
三
〇
～
三
六
〇

メ
ー
ト

ル
で
、
周
囲
を
比

高

一
五
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
の
お
だ
や
か
な
山
地
に
囲
ま
れ
、
芥
川
の
源
流
に
あ
た
る
田
能
川
に
よ

っ
て
排
水

さ
れ
て
い
る
。
田

い
ず
り
は

能
盆
地
の
東
に
は
、
比
高

一
〇
～
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
低
平
な
谷
中
分
水
界
を
は
さ
ん
で
、
芥
川
の
支
流
出
灰
川
上
流

の
谷
底
平
野
が
中
畑

・
外
畑
の
集
落
と
耕
地
を
抱
い
て
い
る
。
他
方
、
田
能
盆
地
の
北
西
に
は
、
比
高
約
四
〇

メ
ー
ト
ル
の
昇

リ
尾
峠
を
隔
て
て
、
亀
岡
盆
地
に
流
れ
る
年
谷
川
の
源
流
に
杉
生
の
谷
底
平
野
が
あ
り
、
南
西
方
に
は
、
田
能
盆
地
か
ら
は
比

高

一
〇

メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
谷
中
分
水
界
を
経
て
、
安
威
川
の
支
流
で
あ
る
二
料
川
の
谷
底
平
野
が
の
び
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
谷
底
平
野
は
い
ず
れ
も
、
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
の
間
欠
的
な
隆
起
と
侵
食
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
旧
輪
廻

の
準
平
原
に
原
型

を
有
し
、
田
能
盆
地
は
、
前
述
し
た
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後

の
定
高
性
を
示
す
山
稜
に
対
応
し
て
い
る

学
報
Ａ
｜

二
昭
二
七

水
山
高
幸

「丹
波
山
地
の
面

に
つ
い
て
」
京
都
学
芸
大
学

こ
れ
に
対
し
て
、
芥
川
中
流
の
原
盆
地
と
桧
尾
川
中
流
の
成
合
谷
は
、
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
末
端
と
高
槻
丘
陵
と
の
間
に
は
さ

ま
れ
た
谷
底
平
野
で
、
そ
の
標
高
は
、
原
盆
地
で

一
〇
〇
～
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
成
合
谷
で
は
二
〇
～
五
〇

メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ

ず
、
い
ず
れ
も
河
川
の
流
路
に
沿

っ
て
南
北
に
長
い
平
面
型
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
原
盆
地

の
地
形
は
、
図
五
の
よ
う
に
細
分
類
さ
れ
、
芥
川
東
岸
に

一
段
、
同
西
岸
で
は
二
段

の
段
丘
地
形
が
認

め
ら
れ
る
。
上
位

の
段
丘
は
、
中
央
部
で
比
高
約
七
メ
ー
ト
ル
を
測
る
顕
著
な
段
丘
崖
を
芥
川
東
岸
に
有
し

て

い

て
、
大

阪
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第二章　高槻の地形と河川

図5　 原盆地の地形分類

平
野
周
辺
部
に
分
布
す
る
中
位
段
丘
に
対
比
さ
れ
、
下

位

の
段
丘
は
同
じ
く
低
位
段
丘
に
対

比
さ
れ

て

い
る

経
済
企
画
庁

『土
地
分
類
基
本
調
査
、

五
万
分
の

一
京
都
西
南
部
』
昭
四
七

が
、
後
者
の
段
丘
崖
は

そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
盆
地
中
央
部
を
流
れ
る
芥

川
沿

い
に
は
氾
濫
原
が
み
ら
れ
、
北
方
の
谷
口
東
岸
は

小
さ
な
扇
状
地
状
地
形
を
示
し
て
い
る
。
盆
地
の
輪
か

く
は
急
傾
斜

の
山
地
斜
面
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
て
い
る

が
、
南
東
辺
の
高
槻
丘
陵
に
接
す
る
部
分
の
み
は
段
丘

面
上
に
崖
錐
状
の
扇
状
地
を
乗
せ
て

い
る
。

原
盆
地
が
こ
の
よ
う
に
多
様
な
地
形
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
く
ら
べ
、
成
合
谷

の
地
形
は
き
わ
め

て
単
調
で
、
成
合
の
古
い
集
落
を
の
せ
る
部
分
が
自
然
堤
防
状
の
微
高
地
を
な
す
ほ
か
は
、
谷
全
体
が
桧
尾
川
の
氾
濫
原
に
な

っ
て
い
る
。
現
在

の
桧
尾
川
は
成
合
谷
西
辺
の
日
吉
台
丘
陵
末
端
を
南
流
し
て
い
る
が
、
こ
の
流
路
は
、
そ

の
年
代
は
不
明
な

が
ら
も
、
成
合
谷
開
発
の
過
程
で
人
為
的
に
固
定
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
昭
和
二
三
年
撮
影

の
一
万
分

の

一
空
中
写
真
に

は
、
谷
の
中
央
部
を
ゆ

っ
た
り
と
曲
流
す
る
旧
河
道
が
明
瞭

に
写
し
出
さ
れ
て
い
る

（写
三
)。

服
部
谷
は
、
谷
の
両
側
を
丘
陵
地
に
は
さ
ま
れ
て
、
摂
津
峡
の
南
端
か
ら
南
々
東
方
向
に
伸
び
る
谷
で
、

こ
の
谷
を
開
析
し

た
芥
川
は
、
南
方
の
出
口
を
南
平
台
の
先
端
に
付
着
し
て
郡
家
集
落
を
の
せ
る
洪
積
段
丘
下
位
面
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て

い

る

た

め
、
東

へ
流
路
を
変
え
て
排
水
し
て
い
る
。
谷
中

の
芥
川
が
、
南
西
辺
の
南
平
台
沿

い
を
流
れ
て
い
る
の
は
、
谷
の
北
東
辺
を

１ 6



Ⅰ　高槻の自然環境

限
る
高
槻
丘
陵
南
部
に
、
南
平
台
か
ら

流
下
す
る
谷
に
比
べ
て
は
る
か
に
大
き

な
集
水
面
積
を
有
し
、
侵
食
さ
れ
易
い

大
阪
層
群
を
刻
ん
で
南
流
す
る
真
如
寺

川
、
東
山
川
、
西
山
川
の
堆
積
物
に
押

さ
れ
た
た
め
で
、
こ
れ
ら
の
堆
積
物
が

谷
面
積
の
過
半
を
占
め
る
扇
状
地
を
形

成
し
て
い
る
の
が
服
部
谷
の
地
形
を
特

色
付
け
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
小
規
模
な
谷

底

平

野

は
、
水
無
瀬
川
上
流
の
川
久
保
や
大
沢

(島
本
町
)、
出
灰
川
河
谷
や
萩
谷
な
ど

に
散
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
で
は
、

写3　 成合谷の空中写真(1：10,000)

 

出
灰
川
河
谷
の
も
の
が
河
岸
段
丘
を
な
し
、
萩
谷
で
は
狭
小
な
谷
底
平
野
が
多
数
は
い
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

高
槻
丘
陵
は
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
の
南
側
に
付
着
し
て
ひ
ろ
が
る
丘
陵
地
で
、
砂
礫
層
、
砂
層

、
粘
土
層

の
互

高

槻

丘

陵

層

か
ら
な
る
大
阪
層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
芥
川
が
こ
れ
を
東
西
の
二
地
区
に
分
割
し
て

い
る
。

東
部
丘
陵

の
南
部
は
標
高
五
〇
～
一
一

○
メ
ー
ト
ル
で
比
較
的
起
伏
量
が
小
さ
く
、国
鉄
高
槻
駅
に
も
相
対
的
に
近
い
た
め
、
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第二章　高槻の地形と河川

(A)1:25,000地 形図「高槻」図幅(大 正11年 測量昭和36年 修 正)

区 の 新 旧 地 形 図 対 比

昭
和
三
〇
年
代
以
降
奥
天
神
町
、
日
吉
台
、
安

岡
寺
、
松
ヶ
丘
な
ど
で
大
規
模
な
宅
地
開
発
が

あ
い
つ
い
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
そ
の
大
部

分
が
人
為
的
に
平
担
化
さ
れ

て
ほ
と
ん
ど
原
型

を
と
ど
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宅
地
開
発
以

前

の
状
況
を
示
す
空
中
写
真
や
地
形
図

(図
六
)

を
み
る
と
、
か
つ
て
は
無
数

の
開
析
谷
に
よ

っ

て
複
雑
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と

が

知

ら

れ
、
こ
れ
ら
の
開
析
谷
の
う
ち
比

較

的

規

模

の
大
き
い
真
如
寺
川
や
東
山
川
、
成
合
川
、
日

吉
台
川
な
ど
の
谷
は
今
日
も
な
お
残
さ
れ
て
い

て
、
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
真
如
寺
川
の
谷
は
日

吉
台
と
安
岡
寺
と
の
間
の
往
来
を

妨

げ

て

い

る
。宅

地
化
の
著
し
い
東
部
丘
陵
南
部
と
は
対
照

的
に
、
標
高

一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
の
北
部
で

は
、
相
対
的
に
大
き
な
起
伏

量
と
交
通

の
不
便

18



Ｉ　高槻の自然環境

（Ｂ）1:25,000地 形図「高槻」図幅(昭 和48年 修正測量)

図6　 日 吉 台 ・安 岡 寺 地

さ
が
宅
地
化
を
遅
ら
せ
、
丘
陵
地
の
自
然
を
よ

く
残
し
て
い
る
。
東
部
丘
陵
の
北
端
は
桧
尾
川

の
上
流
域
を
な
し
、
丘
陵
地
を
構
成
す
る
大
阪

層
群

の
礫
層
が
標
高
三
〇
〇
～
四
〇
〇

メ
ー
ト

ル
の
山
腹
に
ま
で
分
布
し
て
、
周
囲

の
古
生
層

山
地
と
は
異

っ
た
地
形
と
植
生
を

示

し

て

い

え
ん

る
。
役
の
行
者
の
開
基
と
伝
え
る
天
台
宗

の
根

か

ぶ

さ
ん

じ

本
山
神
峰
山
寺
は
、
桧
尾
川
と
芥
川
の
分
水
界

を
な
す
古
生
層
山
地
の
山
稜
が
大
阪
層
群

の
丘

陵
地

へ
移
行
す
る
傾
斜
変
換
点

(標
高

一
九
〇
メ

ー
ト
ル
)
に
立
地
し
て
い
る
。

芥
川
以
西
の
西
部
丘
陵
は
、
女
瀬
川
上
流
の

河
谷
に
よ
っ
て
東
側
の
南
平
台

と
西
側

の
奈
佐

原
丘
陵
と
に
分
け
ら
れ
る
。
南
平
台
は
、
摂
津

峡
公
園
の
あ
る
中
堂
山

(二
二
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
)

の
南
麓
か
ら
南
々
東

へ
細
長
く

の
び
る
標
高
五

〇
～

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
で
、
東
辺
は
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第二章　高槻の地形と河川

芥
川
に
臨
む
比
高
約
三
〇

メ
ー
ト
ル
の
急
崖
で
画
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
ゴ
ル
フ
場
や
住
宅
地
に
な
っ
て
大
規
模
な
改
変
を

受
け
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
前
方
後
円
墳
四
基
、
前
方
後
方
墳

一
基
を
含
む
数
多
く
の
古
墳
が
築
か
れ
た
聖

な
る
墓
域
で
あ

っ

た
。一

方
、
西
側
の
奈
佐
原
丘
陵
は
阿
武
山
の
東
麓
か
ら
南
麓
に
か
け
て
ひ
ろ
が
り
、
阿
武
山
を
構
成
す
る
ホ

ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と

の
境
界
は
標
高

一
四
〇

メ
ー
ト
ル
付
近
に
み
ら
れ
る
。
丘
陵
地
は
小
さ
な
谷
に
よ
っ
て
複
雑
に
刻
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
谷
に
は
小

さ
な
溜
池
が
数
多
く
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
大
部
分
は
な
お
未
開
発
で
、
阿
武
山
赤
十
字
病
院
や
阿
武
山
学
園
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
施
設
や
養
護
施
設
が
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
て
お
り
、
片
ヶ
谷
や
塚
原
の
古
墳
群
も
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
地
区
で
も
日
本
住
宅
公
団
に
よ
る
大
規
模
な
住
宅
団
地
造
成
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在

の
自
然
環
境
が
保
持
さ
れ

る
の
も
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
丘
陵
地
は
、
ほ
と
ん
ど
全
域
が
大
阪
層
群

の
堆
積
後
侵
食
さ
れ
続
け
て
き
た
侵
食
地
形
で
、
丘
陵
内
部
に
は
巾
広

い
開
析
谷
の
谷
底
を
除

い
て
ま
っ
た
く
平
坦
面
を
残
し
て
い
な
い
が
、
丘
陵
南
部
の
末
端
に
は
上
宮
天
満
宮

や
霊
松
寺
、
慈
願

寺
山
前
方
後
円
墳
や
郡
家
古
墳
群
な
ど
を
の
せ
る
小
規
模
な
平
坦
面
が
み
ら
れ
、
建
設
省
国
土
地
理
院
の
二
万

五
千
分
の

一
土

地
条
件
図

「
大
阪
東
北
部
」

図
幅
、
昭
四
〇

は

、

か
た

の

こ
れ
ら
を
淀
川
南
岸
の
交
野
台
地
に
ひ
ろ
く
み
ら
れ
る
洪
積
段
丘
中
位
面
に
対
比
し
て
い
る
。

こ
の
段
丘
面
は
、
前
述
し
た
原
盆
地
の
上
位
段
丘
面
に
対
応
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
大
阪
層
群
を
基
盤
と
す

る
侵

食

段

丘

で
、
段
丘
礫
層
が
薄
く
表
面
を
お
お

っ
て
い
る
。

奈
佐
原
丘
陵
の
南
端
か
ら
南
方

へ
突
出
し
て
い
る
標
高

一
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
舌
状
台
地
が

富

田

台

地

富

田

台

地

で
、
古
く
は
藍
野
と
も
呼
ば
れ
、
北
西
端
に
は
継
体
天
皇
陵
、
南
西
端
に
は
総
持
寺
、
南
東
端
に
は
富
田
の
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Ⅰ　高槻の自然環境

古

い
町
並
を
の
せ
て
い
る
。
台
地
の
西
辺
は
明
瞭
な
急
崖
で
限
ら
れ
、
崖

の
高
さ
は
継
体
天
皇
陵
西
方
で
約

七
メ
ー
ト
ル
を
測

る
。
こ
の
崖
を
横
切
る
国
鉄
東
海
道
本
線
は
安
威
川
鉄
橋
か
ら
崖
ま
で
を
土
堤

の
高
架
に
し
て
台
地
上

へ
つ
な
い
で
お
り
、
阪

急
京
都
線
は
崖
を
切
り
込
ん
だ
切
り
通
し
に
総
持
寺
駅
を
設
け
て
い
る
。
台
地
の
南
辺
と
東
辺
南
半
部
は
、
西
辺
ほ
ど
明
瞭
で

は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
比
高
約
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
斜
面
で
画
さ
れ
て
い
て
、
容
易
に
台
地
の
輪
か
く
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
東
辺
の
北
半
部
、
東
海
道
本
線
以
北
で
は
、
女
瀬
川
の
堆
積
物

に
お
お
わ
れ
て
台
地
の
輪
か
く
が
は
っ
き
り
し
な

い
。北

方

の
奈
佐
原
丘
陵
先
端
に
付
着
し
て
い
る
塚
原
段
丘
面
と
富
田
台
地
北
西
端
と
の
間
に
は
、
約
三
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
幅
を

有
す
る
東
北
東
～
西
南
西
方
向
の
凹
地
が
み
ら
れ
、

こ
の
凹
地
は
北
摂
山
地
と
千
里
山
丘
陵
と
を
分

つ
地
溝

の
東
方
延
長
と
考

え
ら
れ
、
継
体
天
皇
陵
北
側
に
は
明
瞭
な
構
造
線
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
構
造
線
は
真
上
断
層
と
よ
ば
れ
る
断
層
に
よ

っ
て
形

は

む
ろ

成
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
凹
地
の
東
方
に
は
、
奈
佐
原
丘
陵
を
開
析
す
る
女
瀬
川
、
土
室
川
な
ど

の
小
河
川
に
よ

っ

て
形
成
さ
れ
た
小
扇
状
地
が
配
列
し
、
富
田
台
地
中
央
北
部
も
小
合
流
扇
状
地
に
よ

っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
富
田
台
地

の
北
辺
を
画
す
と
考
え
ら
れ
る
地
溝

の
東
方
延
長
も
不
明
瞭
に
な

っ
て
い
る
。

台
地
面
の
大
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
起
伏

の
み
ら
れ
な
い
平
坦
面
で
、
安
威
川
の
谷
口
に
近

い
北
西
端
が
も

っ
と
も
高
く
、
南

東
方

へ
向

っ
て

一
〇
〇
分
の

一
前
後
の
勾
配
で
緩
斜
し
て
い
る
。

こ
の
台
地
面
は
、
安
威
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
が

段
丘
化
し
た
も
の
で
、
大
阪
国
際
空
港
を
の
せ
る
伊
丹
台
地
な
ど
と
と
も
に
洪
積
段
丘
下
位
面
に
対
比
さ
れ
、
厚
さ
四
メ
ー
ト

ル
以
上
の
砂
礫
層

（最
大
礫
径
二
〇
～
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
か
ら
な
る
段
丘
堆
積
物
に
お
お
わ
れ
て
い
る

阪
平
野
)
』

昭
四
〇

建
設
省
国
土
地
理
院
『土

地
条
件
調
査
報
告
書
（大
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こ
の
た
め
、
台
地
面
は
乏
水
性
が
強
く
、
水
田
農
業
を
営
む
た
め
に
は
潅
漑
用
水
に
不
足
す
る
の
で
、
台

地
上
に
は
用
水
を

貯
え
る
た
め
の
皿
池
が
十
数
個
作
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
不
足
す
る
用
水
は
、
安
威
川
谷
口
に
五
社
堰
を
設
け
て
取
水
し
て

い
た
。
今
日
で
は
台
地
面
の
宅
地
化
、
工
場
地
化
に
と
も
な

っ
て
用
水
需
要
も
少
な
く
な
り
、
次
々
と
溜
池
が
埋
立
て
ら
れ
る

一
方
、
五
社
堰
か
ら
の
用
水
路
も
手
入
れ
さ
れ
な
い
ま
ま
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
水
路
は
塚
原
か
ら
富
田
町
に

至
る
間
の
高
槻

・
茨
木
市
境
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

台
地
の
末
端
部
に
は
数
本

の
若
い
谷
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
を
堰
止
め
て
小
寺
池
、
筒
井
池
、
下
池
な
ど
の
溜
池
が
作
ら

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
槻
市
域

の
南
部
に
ひ
ろ
が
る
低
地
は
、
大
阪
平
野

の
北
東
部
を
構
成
す
る
淀
川
低
地
の

一
部
で
、
そ
の
大

淀

川

低

地

部
分
が
標
高

一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
湿
地
で
あ
る
。

大
阪
平
野
は
北
を
北
摂
山
地
、
東
を
生
駒

・
金
剛
山
地
、
南
を
和
泉
山
脈
で
コ
の
字
型
に
限
ら
れ
、
西
方

は
大
阪
湾
に
向

っ

て
開
け
て
、
大
阪
府
の
主
要
地
域
を
な
す
。
総
面
積
は
、
兵
庫
県
に
属
す
る
土
地
も
含
め
て

一
、
六
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
び
、
近
畿
地
方
最
大
の
平
野
で
、
全
国
で
も
第
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
こ
の
平
野
は
、
図
七
に
み
る
よ
う
に
、
(
１
)
大

阪
湾
奥

の
海
岸
低
地
を
中
心
と
し
て
大
阪
市

の
中
心
市
街
を
の
せ
る
大
阪
低
地
、
（
２
）
武
庫
川
、
猪
名
川
の
低
地
と
伊
丹
、
豊
中

の
台
地
か
ら
構
成
さ
れ
る
武
庫
平
野
、
（
３
）
大
阪
湾
南
東
岸
沿
い
の
低
地
と
泉
南
台
地
を
含
む
和
泉
平
野
、
（
４
）
泉
北
台
地
か
ら
北

に
伸
び
る
上
町
台
地
と
生
駒
山
地
に
は
さ
ま
れ
た
河
内
平
野
、
お
よ
び
（
５
）
淀
川
低
地
に
大
別
さ
れ
る
。

淀
川
低
地
は
、
山
崎
狭
隘
部
で
桂
、
宇
治
、
木
津
の
三
川
を
合
流
し
た
淀
川
が
つ
く

っ
た
沖
積
平
野
で
、
北
摂
山
地
か
ら
は

水
無
瀬
川
、
桧
尾
川
、
芥
川
、
安
威
川
な
ど
が
、
生
駒
山
地
北
部
か
ら
は
穂
谷
川
、
天
之
川
な
ど
の
中
小
河
川
が
流
入
し
、
南
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Ｉ　高槻の自然環境

図7　 大阪平野とその周辺の地形区分
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第二章　高槻の地形と河川

側
は
河
内
平
野
北
部
の
寝
屋
川
低
地
に
移
行
し
て
い
る
。
西
南
の
大
阪
低
地
と
は
、
千
里
丘
陵
の
南
に
つ
き
出
す

吹

田
砂

堆

と
、
上
町
台
地
の
北
に
つ
づ
く
天
満
砂
堆
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
る
。
淀
川
低
地

一
般
面
の
標
高
を
右
岸
側

(淀
川
北
岸
)
で
調
べ

て
み
る
と
、
山
崎
狭
隘
部
で
一
三

メ
ー
ト
ル
前
後
を
示
す
が
、
高
槻
市
域
東
端

の
淀

の
原
町
で
は
九
メ
ー
ト
ル
に
低
下
し
、
以

下
桧
尾
川
合
流
点
付
近
で
七
メ
ー
ト
ル
弱
、
芥
川
合
流
点
付
近
で
五
メ
ー
ト
ル
、
市
域
南
端
の
柱
本
で
四
メ
ー
ト
ル
弱
、
摂
津

市
鳥
飼
で
は
三
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
鳥
飼
か
ら
吹
田
砂
堆
内
側
ま
で
は
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
る
が
、
砂
堆
部

(国
鉄
吹
田
駅
か
ら
高
浜

神
社
に
か
け
て
)
で
は
四

メ
ー
ト
ル
以
上
と
高
く
な
り
、
砂
堆
外
側
で
は
二
メ
ー
ト
ル
以
下
と
急
に
低
く
な

っ
て
大
阪
低
地
に
移

っ
て
い
る
。

高
槻
市
域
の
沖
積
低
地
は
、
こ
の
よ
う
な
淀
川
低
地
の
比
較
的
上
流
部
に
位
置
す
る
た
め
、
地
形
発
達
史

の
う
え
で
は
沖
積

世
の
早
い
時
期
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
淀
川
は
三
川
合
流
点
の
上
流
に
京
都
盆
地
を
控
え
て
、
そ
の
運
搬
物
の

多
く
を
落
し
て
く
る
の
で
、
山
崎
狭
隘
部
よ
り
下
流
で
は
す
で
に
下
流
性
の
堆
積
相
を
示
し
、
自
然
堤
防
の
発
達
が
悪
く
、
デ

ル
タ
的
様
相
を
示
し
て
い
る
。
図
八
は
高
槻
市
域
を
中
心
と
す
る
淀
川
低
地
の
地
形
分
類
を
示
し
た
も
の
で
、
自
然
堤
防
は
古

い
集
落
を
の
せ
る
小
規
模
な
も
の
が
島
状

に
散
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
排
水
が
悪
く
て
低
湿
な
後
背
湿
地
や
洪
水
危

険
度
の
高
い
氾
濫
平
野
が
広
い
面
積
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
低
地
内
に
は
、
新
幹
線
、
東
海
道
本
線
、
阪
急
京
都
線
や
多
数
の
道
路
、
河
川
堤
防
と
い

っ
た
線
状
地
物
が
錯
雑
し
、

し
か
も
都
市
化
の
進
行
に
伴
な

っ
て
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
工
場
や
住
宅
な
ど
の
盛
土
が
数
多
く
無
秩
序
に
形
成
さ
れ
て
き
た
た

め
、
多
く
の
排
水
条
件
不
良
な
土
地
が
生
じ
て
い
る
。

淀
川
低
地
北
縁
の
山
麓
に
は
小
さ
な
扇
状
地
が
い
く

つ
も
並
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
芥
川
左
岸

に
形
成
さ
れ
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図8　 淀川低地の地形分類
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第二章　高槻の地形と河川

た
芥
川
扇
状
地
で
、
扇
頂
に
あ
た
る
真
上
町
二
丁
目
か
ら
八
丁
松
原
～
高
槻
城
跡
～
庄
所
町
を
結
ぶ
扇
端
ま
で
、
半
径
約
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
扇
頂
部
は
標
高

一
八
メ
ー
ト
ル
、
扇
端
部
は
八
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
間
の
平
均
勾
配

二
〇

〇

分

の

一

は
、
氾

濫
平
野
か
ら
後
背
湿
地
に
至
る
庄
所
町
～
番
田

一
丁
目
間
の
平
均
勾
配

一
、
二
〇
〇
分

の

一
に
比
べ
、
か
な
り
の
傾
斜

を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
富
田
台
地
の
北
東
辺
を
埋
め
、
今
城
塚
古
墳
を
の
せ
る
女
瀬
川
扇
状
地
で
、
半
径

一
・
三
キ

ロ
メ

ー

ト

ル
、
平
均
勾
配
六
五
分
の

一
を
測
り
、
桧
尾
川
谷
口
の
安
満
扇
状
地
は
半
径

一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
勾
配
八
五
分

の

一

で
、
い
ず
れ
も
芥
川
扇
状
地
以
上
に
扇
状
地
面
の
傾
斜
が
大
き
い
。
こ
の
ほ
か
、
高
槻
丘
陵
や
安
満
山
の
南
麓
に
も
小
さ
な
扇

状
地
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
扇
状
地
面
は

一
層
傾
斜
が
強
い
。
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第
二
節
　
高
槻

の
河
川

水
系
と
流
路
　
高
槻
市
域
を
流
れ
る
主
要
河
川
と
し
て
は
、
市
域

の
南
東
辺
を
画
す
淀
川
を
筆
頭
に
、
南
北
に
細
長
い
市
域

の
ほ
ぼ
中
央
部
を
縦
貫
す
る
芥
川
と
、
そ
の
支
流
女
瀬
川
、
市
域
東
部
を
南
流
す
る
桧
尾
川
な
ど
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
市
域
内
の
河
川
は
こ
れ
ら
だ
け
で
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

図
九
は
、
高
槻
市
域
と
そ
の
周
辺
の
水
系
お
よ
び
そ
の
流
域
界
を
示
し
た
も
の
で
、
北
部

の
山
地
を
流
れ

る
河
川
は
、
全
体

と
し
て
は
樹
枝
状
水
系
を
な
し
て
必
従
河
川
の
性
格
を
も
ち
、
そ
の
流
路
方
向
は
、
北
東
～
南
西
の
方
向
を
と
る
も
の
と
、

こ

れ
に
直
交
し
て
北
西
～
南
東
方
向
を
と
る
も
の
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
も
の
と
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
東
～
南
西
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図9　 高槻市周辺の水系と分水界
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第二章　高槻の地形と河川

の
方
向
を
と
る
も
の
に
は
、
芥
川
上
流

の
出
灰
川
と
弘
法
谷
川
、
安
威
川
支
流

の
二
料
川
、
東
水
無
瀬
川
、
原
盆

地

南

部

か

ら
摂
津
峡
北
部
に
至
る
芥
川
本
流
な
ど
が
あ
り
、
北
西
～
南
東
方
向
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
芥
川
上
流
の
田
能

川

や

中

畑

川
、
芥
川
中
流
に
注
ぐ
萩
谷
川
や
雲
溪
川
な
ど
の
小
河
川
、
摂
津
峡
か
ら
服
部
谷
に
至
る
芥
川
本
流
、
南
平
台
と
奈
佐
原
丘
陵

を
分
け
る
女
瀬
川
の
上
流
、
成
合
谷
を
つ
く
る
桧
尾
川
上
流
、
尺
代
か
ら
淀
川
に
至
る
水
無
瀬
川
下
流
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
北
摂
山
地
の
地
形
の
項
で
指
摘
し
た
構
造
線

の
方
向
と

一
致
し
て
お
り
、
適
従
谷
と
い
え
よ

う
。桧

尾
川
上
流
の
流
路
を
北
西

へ
延
長
す
る
と
、
原
盆
地
北
部
か
ら
雲
溪
川
の
谷
を
経
て
地
獄
谷
峠
に
至
り
、
さ
ら
に
安
威
川

上
流
か
ら
曽
我
川
源
流
の
大
野
谷

へ
と
続
く
直
線
的
な
凹
地
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
、
水
無
瀬
川
上
流
の
谷
を
南
西

へ
延
長

す
る
と
、
原
盆
地
南
部
か
ら
摂
津
峡
北
部
に
か
け
て
の
芥
川
に
達
す
る
。

こ
れ
ら
は
流
域
を
異
に
す
る
河
川

の
流
路
が
、
同

一

の
構
造
線
に
支
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
田
能
川
と
出
灰
川
の
合
流
点
か
ら
原
盆
地
に
至
る
芥
川
は
、
全
体
と
し
て
は

北
か
ら
南

へ
向

っ
て
流
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
は
前
述
の
構
造
線

に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

構
造
線
の
方
向
と
は
異

っ
た
流
路
を
と
る
河
川
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
川
久
保

の
南
部
か
ら
尺
代
ま
で
東
流
す
る
水
無
瀬
川

の
中
流
や
桧
尾
川
の
支
流
地
獄
谷
川
の
上
流
部
、
そ
れ
に
高
槻
丘
陵
を
刻
ん
で
日
吉
台
と
安
岡
寺
を
分
け
る
真
如
寺
川
を
あ
げ

う
る
に
す
ぎ
な
い
。高

槻
市
は
、
そ
の
全
域
が
広
義
の
淀
川
流
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
や
や
詳
細
に
み
る

河
川
の
流
域

と

一
二
の
流
域
と
淀
川
河
川
敷
と
に
区
分
さ
れ
、
表
二
は
流
域
ご
と
の
市
域
面
積
を
表
示
し
た

も

の

で
あ

る
。
こ
の
流
域
区
分
は
各
河
川
に
よ
る
現
在

の
排
水
区
域
に
も
と
ず
い
た
の
で
、
南
部

の
低
地
で
は
、
天
井
川
化
し
て
そ
こ
を
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流
れ
る
芥
川
、
女
瀬
川
、
桧
尾
川
の
流

域
は
、
そ
の
堤
内
地
に
限
ら
れ
、
各
河

川
の
間
に
ひ
ろ
が
る
低
地
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
主
要
排
水
路
ご
と
に
区
分
し
た
。

各
河
川
の
流
域
界
は
図
九
に
示
し
て
お

い
た
。

市
内
最
大
の
流
域
面
積
を
有
す
る
の

は
芥
川
で
、
北
は
明
神
ヶ
岳
か
ら
南
は

服
部
谷
ま
で

(堤
内
地
の
み
は
淀
川
右
岸

堤
防
に
達
す
る
)、
直
線
距
離
で
南
北

の

長
さ
は

一
二

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
達

表2　 河川流域別市域面積

注)① 流域区分は現在の排水区域を もとに行な った。

その境 界は図9参 照 。

②面積は1:25,000地 形図 によって計測 した。

 

す
る
が
、
東
西
の
最
大
幅
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
に
す
ぎ
な
い
。
市
域
内

の
流
域
面
積
は
三
四

・
七
五
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

市
域
面
積

の
三
三

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
こ
の
ほ
か
芥
川
の
流
域
は
ポ
ン
ポ
ン
山
、
釈
迦
岳
か
ら
小
塩
山
を
結
ぶ
山
稜

ま
で
ひ
ろ
が

っ
て
京
都
市
西
京
区
大
原
野
地
区
の
出
灰
、
外
畑
を
含
み
、
そ
の
面
積
九

・
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
合
わ
せ

る
と
、
合
計
四
三

・
九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

芥
川
に
次
ぐ
面
積
を
有
す
る
の
は
桧
尾
川
と
芥
川
に
は
さ
ま
れ
た
南
部
低
地
の
番
田
井
路
に
よ
る
排
水
区
域

で
、
面
積
は

一

三

・
〇
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(市
域
の
一
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
測
る
。
そ
の
内
部
は
安
満
、
野
田
か
ら
深
沢

に
至
る
東
部
は
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第二章　高槻の地形と河川

北
大
冠
水
路
、
古
曽
部
か
ら
高
槻
市
中
心
市
街
を
経
て
登
町
に
至
る
中
央
部
は
東
部
排
水
路
、
奥
天
神
町
か
ら
芥
川
を
経
て
下

田
部
町
に
至
る
西
部
は
新
川
、
南
端

の
大
塚
町
か
ら
番
田
町
に
か
け
て
は
大
塚
水
路
、
番
田
水
路
に
よ
っ
て
排
水
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
排
水
は
西
大
樋
町
に
あ
る
大
樋
に
よ
っ
て
天
井
川
化
し
た
芥
川
の
川
床
を
く
ぐ
り
、
番
田
井
路
を
経
て
安
威
川
に
流
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
集
中
豪
雨
な
ど
で
出
水
が
多
い
と
き
に
は
大
樋
の
通
水
能
力
を
上
回
る
排
水
を
必
要
と
す
る
た
め
、
中
川
町

の
新
川
ポ
ン
プ
場
、
西
大
樋
町
の
芝
生
ポ
ン
プ
場
、
お
よ
び
番
田
二
丁
目
の
大
冠
ポ
ン
プ
場
を
稼
動
さ
せ
て
、
直
接
芥
川

へ
排

水
す
る
。

桧
尾
川
は

一
一
・
三
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
市
内
第
三
位
の
流
域
面
積

(市
域
の
一
〇

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
有
し
、
日
吉
台

写4　 大樋とその水門(市 内芝生一丁目)

・
成
合
谷
を
排
水
し
て
い
る
。
女
瀬
川
の
流
域
は
霊

仙
寺

・
奈
佐
原
か
ら
氷
室
町
に
か
け

て
の
狭
い
範
囲

に
限
ら
れ
、
そ
の
面
積
も
三

・
九
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
域
北
端
の
杉
生
地
区
は
亀
岡
盆
地

へ
流
れ
て
桂
川
上
流
の
大
堰
川
に
注
ぐ
年
谷
川
の
流

域
に
属
し
、
黒
柄
岳
を
隔
て
て
杉
生
に
南
接
す
る
二

料
地
区
は
芥
川
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
茨
木
市
域
を
北
か

ら
南

へ
貫
流
す
る
安
威
川
の
流
域

に
属
し
て
い
る
。

高
槻
市

の
市
域
は
部
分
的
な
が
ら
四
ヶ
所
で
分
水
界
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Ｉ　高槻の自然環境

を
越
え
て
安
威
川
流
域
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
最
大
の
面
積
を
有
す
る
の
が
二
料
川
流
域
の
二
料
地
区
五

・
五
九
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
上
萩
谷
北
方
の
地
獄
谷
峠
西
斜
面
の

一
・
六
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
塚
原
地
区
の

一
・
二
〇
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
が
こ
れ
に
次

い
で
い
る
。

一
方
、
市
域
北
東
部
の
川
久
保
地
区
は
島
本
町
で
淀
川
に
注
ぐ
水
無
瀬
川
の
流
域
に
属
し
、
そ
の
面
積
は
五

・
八
五
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
水
無
瀬
川
は
そ
の
源
流
域
と
下
流
域
を
島
本
町
に
属
し
、
流
域
の
総
面
積
は

一
七

・
九
九
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
だ
か
ら
、
そ
の
三
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
高
槻
市
域
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

南
部
低
地
で
は
市
域
東
端
の
淀
の
原
町
と
東
上
牧
は
新
川
水
路
を
経
て
東
上
牧
三
丁
目
の
玉
子
排
水
機
場

で
淀
川
に
排
水
さ

れ
、
そ
の
西
方
神
内
、
上
牧
、
梶
原
、
萩
之
庄
か
ら
前
島

に
か
け
て
は
野
川
水
路
を
経
て
今
戸
排
水
機
場

(道
鵜
町
五
丁
目
)、

第
二
今
戸
排
水
機
場

(前
島

一
丁
目
)、
前
島
排
水
機
場

(前
島
三
丁
目
)
に
よ
っ
て
排
水
さ
れ
る
。

こ
れ
ら

の
地
区
は
淀
川
右
岸

の
堤
防
と
桧
尾
川

の
天
井
川
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
自
然
排
水
は
不
可
能
な
状
況
に
あ
る
。

芥
川
以
西
で
は
、
芥
川
と
女
瀬
川
に
は
さ
ま
れ
た
郡
家
本
町
、
岡
本
町
か
ら
津
之
江
町
二
丁
目
ま
で
が
清
福
寺
川
お
よ
び
東

川
と
津
之
江
排
水
機
場

(津
之
江
町
二
丁
目
)、
第
二
津
之
江
排
水
機
場

(津
之
江
北
町
)

に
よ
っ
て
芥
川
、
女
瀬
川

に
排

水

さ

れ
、
女
瀬
川
以
西
の
富
田
台
地
と
そ
の
南
方

の
低
地
は
津
之
江
川
、
日
野
川
、
柳
川
に
よ

っ
て
玉
川
団
地
北
側
で
番
田
井
路
に

自
然
排
水
さ
れ
る
。
市
域
南
端
の
唐
崎
、
三
島
江
、
西
面
、
柱
本
地
区
は
、
三
島
江
水
路
、
明
治
水
路
、
三
ヶ
牧
水
路
な
ど
に

よ

っ
て
摂
津
市
鳥
飼
地
区

へ
自
然
排
水
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
排
水
区
域
を
も
と
に
市
内

の
河
川
流
域
を
や
や
詳
細
に
み
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
市
域
南
部
の
低
地
は
、
淀
川
右
岸

の
堤
防
や
芥
川
、
女
瀬
川
、
桧
尾
川
な
ど
の
天
井
川
に
囲
ま
れ
て
、
そ
の
多
く
が
も
は
や
自
然
排
水
の
み
に
は
依
存
し
得
な
く
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第二章　高槻の地形と河川

な

っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
地
域
に
二
〇
万
を
超
え
る
市
民
が
居
住
し
、
市
内

の
主
要
な
産
業
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

地
域
の
排
水
が
市
民
の
生
活
と
活
動
を
保
証
す
る
う
え
で
い
か
に
重
要
な
も
の

で
あ
る
か
が
理
解
さ
れ
る
。

最
後
に
、
淀
川
の
河
川
敷
が
五

・
四
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
、
市

域
総
面
積

の
五

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

芥
川
は
北
摂
山
地
北
東
部

の
山
間
小
盆
地
に
源
を
発
し
、
原

芥

川

盆
地
、
摂
津
峡
、服
部
谷
を
経
由
し
て
淀
川
低
地
に
入
り
、
芥

川
、
高
槻
地
区
に
低
平
な
扇
状
地
を
形
成
し
た
の
ち
、
庄
所
付
近
か
ら
は
次
第

に
天
井
川
と
な

っ
て
、
番
田
と
唐
崎
と
の
間
で
淀
川
に
注
い
で
い
る
。
お
も
な

い
ず
り
は

支
流
は
萩
谷
川
と
女
瀬
川
で
、
源
流
部
は
出
灰
川
と
田
能
川
に
分
れ
、
出
灰
川

は
さ
ら
に
外
畑
川
と
中
畑
川
と
に
分
れ
て
い
る
。
河
川
延
長
の
最
大
を
示
す
外

畑
川
水
源
か
ら
淀
川

へ
の
流
入
口
ま
で
の
距
離
は
二
五

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

測
る
。

図

一
〇
は
芥
川
と
お
も
な
支
流
の
河
床
縦
断
面
を
示
し
た
も
の
で
、
芥
川
の

主
流
が
、
前
述
し
た
北
摂
山
地
の
地
形
的
特
色
に
対
応
し
て
階
段
状
に
流
下
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

標
高
約
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
お

よ

び

図10　 芥川の河床縦断面
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Ⅰ　高槻の自然環境

三
二
〇
～
三
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
所
に
残
さ
れ
た
前
輪
廻
の
河
谷
盆
地
を
流
れ
る
外
畑
川
お
よ
び
田
能
川
は
、
そ
れ
ぞ
れ
盆
地
の

部
分
で
そ
の
勾
配
を

一
〇
〇
分
の

一
お
よ
び
六
〇
分

の

一
に
減
じ
、
盆
地
の
出
口
付
近
に
形
成
さ
れ
た
遷
急
点
を
す
ぎ
た
後
は

勾
配
を
四
〇
分
の

一
前
後
に
強
め
て
い
る
。

こ
の
遷
急
点
か
ら
原
盆
地

へ
の
入
口
に
あ
た
る
原
大
橋
ま
で
は
平
均
勾
配
約
三
〇

分
の

一
の
急
流
を
な
し
、
下
方
侵
食
が
盛
ん
で
、
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
を
東
西
に
分
け
る
深
い
Ｖ
字
谷
を
刻
む
壮
年
期
の
河
谷
と

せん
に
ゅ
う

な

っ
て
い
る
。
そ
の
後
半
部
、
鬼
ヶ
谷
川
合
流
点
か
ら
原
大
橋
ま
で
の
間
で
は
穿
入
蛇
行
　
i
n
c
i
s
e
d
 
m
e
a
n
d
e
r

の
様
相
を
呈

し
て
い
た
が
、
こ
の
地
区
に
集
中
的
に
立
地
し
た
採
石
場
に
よ
っ
て
原
型
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

原
盆
地
に
入
る
と
芥
川
は
再
び
勾
配
を

一
〇
〇
分

の

一
に
ま
で
減
じ
、
沿
岸
に
は
典
型
的
な
河
岸
段
丘
を
発
達
さ
せ
、
側
方

侵
食
に
よ
る
氾
濫
原
を
形
成
し
て
い
る
。

摂

津

峡

芥
川
が
原
盆
地
か
ら
服
部
谷

へ
流
れ
下
る
途
中
、
東
側
の
三
好
山
と
西
側
の
中
堂
山
と
の
間
に
峡
谷
を
穿

っ

　
　

や

ば

け
い

て
形
成
し
て
い
る
の
が
摂
津
峡
で
、
そ
の
岩
を
か
む
清
流
と
溪
谷
の
自
然
は
別
名
摂
津
耶
馬
溪

と

も

い
わ

れ
、
春
の
桜
、
秋

の
紅
葉
の
ほ
か
新
緑
も
美
し
い
景
勝
地
を
利
用
し
て
摂
津
峡
公
園
が
設
け
ら
れ
て
市
民
に
い
こ
い
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
付
近

一
帯
は
岩
石
鉱
物
二
〇
種
、
植
物
約
四
二
〇
種
、
野
鳥
一
三

種
、
昆
虫
数
百
種
と
自
然
の
教
材
も
豊

富
で
、
摂
津
峡
自
然
教
室
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

芥
川
は
、
摂
津
峡

へ
の
北
側
の
入
口
に
あ
た
る
原
盆
地
南
西
端
で
河
床
の
標
高
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
測

る
の
に
対
し
て
、

南
側
の
入
口
に
あ
た
る
服
部
谷
北
西
端

(摂
津
峡
公
園
入
口
)
で
は
四
〇

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
間
の
距
離
は
約

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

だ
か
ら
、
摂
津
峡
に
お
け
る
芥
川
の
平
均
河
床
勾
配
は
二
〇
〇
〇
分

の
六
〇
、
す
な
わ
ち
約
三
〇
分

の

一
と

い
う

こ

と

に
な

る
。
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第二章　高槻の地形と河川

摂
津
峡
を
刻
む
芥
川
の
河
床
お
よ
び
両
岸
に
み
ら
れ
る
岩
石

は
い
ず
れ
も
古
生
層
に
属
す
る
固
い
も
の
で
、
北
か
ら
南

へ
向

っ
て
古
生
層
砂
岩
が
花
崗
岩
の
併
入
に
よ

っ
て
熱
変
成
を
う
け

け
つ
が
ん

た
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、
チ
ャ
ー
ト

(硅
岩
)、
泥
質

岩

(頁
岩
)、

砂
岩
の
順
に
変
化
し
、
摂
津
峡
公
園
入
口
に
あ
る
遊
園
地

の
丘

は
大
阪
層
群
に
属
す
る
砂
礫
層
の
上
に
後
期
洪
積
世
の
堆
積
物

を
の
せ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
原
盆
地
か
ら
流
下
す
る
芥
川
が
、
原
盆
地

の
南

東
辺
を
な
す
地
質
的
に
は
よ
り
柔
か
い
大
阪
層
群

の
丘
陵

(
日

写5　 摂津峡の岩をかむ清流

 

吉
台
、
安
岡
寺
、
松
ヶ
丘
)
を
刻
ま
ず
に
、
よ
り
に
よ
っ
て
堅
固
な
古
生
層

の
岩
石
を
刻
ん
で
い
る
の
は

な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
摂
津
峡
が
成
因
的
に
は
表
生
谷
s
u
p
e
r
i
m
p
o
s
e
d
　
v
a
l
l
e
y

で
あ

っ
た
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の

地
形
発
達
史
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

萩

谷

川

と

女

瀬

川

摂
津
峡
の
北
部
で
芥
川
に
注
ぐ
萩
谷
川
は
、
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
西
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
地
獄
谷
峠
南
方

の
標

高
四
〇
〇

・
九

メ
ー
ト
ル
ピ
ー
ク
に
源
を
発
し
、
南
流
し
て
萩
谷
の
諸
集
落
を
の
せ
る
谷
を
刻
ん
だ
の
ち
南

東
に
向
き
を
変
え
る
延
長
二

・
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
河
川
で
あ
る
が
、
そ
の
全
流
路
が
平
均
勾
配

一
〇
分

の

一
を
若
干
上
回

る
急
流
を
な
し
、
谷
底
は
堆
積
物
に
お
お
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
基
盤
岩
が
裸
出
す
る
早
瀬
を
な
し
て
深
い
Ｖ
字

谷

を

形

成

し
、
幼
年
期
の
谷
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。
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Ｉ　高槻の自然環境

一
方
、
女
瀬
川
は
阿
武
山
の
北
東
部
に
源
を
発
し
た
の
ち
、

南
平
台
、
奈
佐
原
の
丘
陵
地
帯
を
刻
ん
で
南

々
東
流
し
、
氷
室

町
、
宮
田
町
で
富
田
台
地
北
部
に
出
て
か
ら
は
南
東
に
向
き
を

か
え
、
桜
ヶ

丘
北
町
と
東
五
百
住
町
と
の
間
で
富
田
台
地
を
離

れ
た
の
ち
は
次
第
に
天
井
川
の
傾
向
を
強
め
て
、
芥
川
大
橋
の

上
手
で
芥
川
に
注
い
で
い
る
。
流
路

の
延
長
は
七

・
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
女
瀬
川
の
上
流
域
は
、
今
日
で
も
な
お
雑
木
林
の
繁

る
丘
陵
地
が
多
い
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
大
規
模
な
宅
地
開
発
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
開
発
が
実
施
さ
れ
る
と
流
域
の
流
出

写6　 萩谷川上流の河谷

 

率
が
急
上
昇
す
る
た
め
、
目
下
こ
れ
に
そ
な
え
て
女
瀬
川
の
排
水
量
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
バ
イ
パ
ス
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

桧
尾
川
は
、
高
槻
市
域
を
流
れ
る
河
川
と
し
て
は
芥
川
に
次
ぐ
流
路
延
長

(
一
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
と
流

桧

尾

川

域
面
積
を
有
す
る
。
そ
の
水
源
は
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
東
部
の
本
山
寺
南
方
尾
根

に
発
し
、
神
峰
山
寺
南
方
の

河
床
標
高

一
二
〇

メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
は
平
均
勾
配
約

一
〇
分
の

一
と
い
う
急
流
を
な
し
て
南

々
西
流
す
る
Ｖ
字
谷
を
刻
ん
で

い
る
が
、
そ
の
後
は
成
合
谷
の
北
東
辺
を
限
る
構
造
線
に
沿

っ
て
南
東
方

へ
向
き
を
変
え
、
平
均
勾
配
も
八
〇
～
一
三

〇
分
の

一
に
低
下
し
て
成
合
谷
の
谷
底
平
野
を
形
成
す
る
。

こ
の
間
、
成
合
谷
北
部
で
府
道
伏
見
柳
谷
高
槻
線
が
桧
尾
川
を
離
れ
て
右

折
す
る
付
近
で
は
、
東
岸
の
古
生
層
泥
質
岩
の
基
盤
が
西
岸
に
ま
で
突
出
し
て
い
る
た
め
、
小
さ
な
遷
急
点
を
介
在
し
て
、
谷

を
上
下
二
段
に
分
け
て
い
る
。
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第二章　高槻の地形と河川

図11　 桧尾川の河床縦断面

図12　桧尾川谷口付近の流路と等高線

 

成
合
谷

の
南
端
で
、
安
満
山
と
紅
茸
山
と
の
間

の
狭
隘
部
を
南
北
方
向
に
切

っ
て
淀
川
低
地
に
顔
を
出
し
た
桧
尾
川
は
、
そ

こ
で
急

に
流
路
を
南
東

へ
変
え
、
安
満
山
の
南
麓
に
沿

っ
て
山
手
町
と
萩
之
庄
と
の
境
界
ま
で
山
麓
線
に
沿

っ
て
曲
流
し
た
の

ち
、
ふ
た
た
び
流
路
を
南
に
転
じ
て
前
島
町
の
南
方
で
淀
川
に
合
流
し
て
い
る
。
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Ｉ　高槻の自然環境

桧
尾
川
流
路
の
　
こ
の
安
満
山
南
麓
沿
い
に
曲
流
す
る
桧
尾
川
の
現
流
路
は
ほ
ぼ
等
高
線

人

工
的

改

変
　
　に
平
行
し
て
お
り
、
本
来
等
高
線
を
切

っ
て
流
れ
る
性
質
を
有
す
る
河

川
の
流
路
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
不
自
然
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
図

一
二
は
こ
の
関
係
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
桧
尾
川
の
谷
口
を
頂
点
と
し
て

京
大
農
場
付
近
に
ま
で
及
ぶ
同
心
円
状
の
等
高
線
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
は
こ
の
地
区
が
往

時

の
桧
尾
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現

在

の
流
路

に
固
定
さ
れ
る
以
前
の
桧
尾
川
は
、
谷
口
を
出
た
あ
と
南
方

へ
向

っ
て
乱
流
し
、

そ
こ
に
土
砂
を
堆
積
し
て
小
さ
な
扇
状
地
を
発
達
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
京
大
農

場
を
中
心
と
す
る
安
満
遺
跡
の
数
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
桧
尾
川
の
旧
流
路
ま

た
は
そ
の
分
流
と
推
定
さ
れ
る
水
路
跡
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
部
分
の
桧
尾
川
の
流
路
が
現
在

の
よ
う
に
固
定
さ
れ
た
の

は

い

つ
頃

で
、
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
明
確
な
解
答
を
与

え
て
く
れ
る
証
拠
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
天
長
九

(
八
三
二
)
年
に
は
摂
津
国
島
上
郡
の
荒
野
并

野
地
二
二

三

町

が

安

満
の
勅
旨
田
と
し
て
寄
せ
ら
れ

〔古
代
二
九
〕、
そ
の
後
こ
の
地
区
は
少
く
と
も

室
町
前
期
ま
で
は

春
日
社
領
安
満
庄
と
し
て
存
続
し
て
い
た

〔中
世一五
七
〕。
そ
し
て

一
五
世
紀

前
期
に
は

成
合
村

春
日
大
明
神

の
神
事
に
参
加
し
、
安
満
村
市
場
が
成
立
す
る
ま
で
に
な

っ
て
い
た

〔
中
世
一
七
四

〕

図13　安満山南麓の桧尾川横断面
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第二章　高槻の地形と河川

の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、安
満
庄
の

一
部
を
な
す
桧
尾
川

扇
状
地
で
も
開
発
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
耕
地
を
桧
尾
川

の
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に
桧
尾
川
の
流
路
を
現
在

の
よ

う
に
人
工
的
に
固
定
す
る
と
と
も
に
、
扇
状
地
上
の
耕

地
に
対
す
る
潅
漑
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
白
隣
池
、

安
満
池
な
ど
の
溜
池
が
築
造
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図
一
三

は
安
満
山
の
南
麓
沿
い
に
流
れ
る
桧
尾
川

の

横
断
面
現
況
を
示
し
た
も
の
で
、
実
測
地
点
は
磐
手
杜

神
社
前

の
橋
よ
り

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
方
の
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
こ
に
河
道
が
固
定
さ
れ
て
以
来

今

日

ま

で

に
、
お
そ
ら
く
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
川
浚
え

や
河
川

改
修
、
堤
防
の
補
強
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
と
推

定
さ
れ
、
現
況
は
決
し
て
河
道
固
定
当
時

の
姿
を
示
す

も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
図
示
さ
れ
た
河
床

の
標
高

一
七

・
七
四
メ
ー
ト

ル
に
対
し
て
、
堤
防
を
隔

図14　 桧尾川下流の横断面

 

て

て
そ

の
南

側

に
接

す

る
畑

地

の
標

高

は

一
五

・
八
二
メ
ー

ト

ル

に
す
ぎ

ず

、

河

床

の
方

が

畑

地

の
最

高

点

よ

り

一
・
九
二

メ

ー

ト

ル
も

高

い

こ
と

が

注
意

さ

れ

る
。

ま

た
、

桧

尾

川

の
南

側

を

囲

う
堤

防

は
河

床

よ
り

五

・
六

一
メ

ー

ト

ル
も
高

く
、

そ

の
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Ｉ　高槻の自然環境

巾
は
上
辺
で
七

・
三
メ
ー
ト
ル
、
基
底
で
は
二
二

・
九

メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
達
し
て
、
川
巾

一
〇
数

メ
ー
ト

ル
に
す
ぎ
な
い
小

河
川
と
は
不
釣
合
な
ほ
ど
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
桧
尾
川
の
現
流
路

へ
の
固
定
が
人
為
的
に
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
南
方

へ
の

氾
濫
を
絶
対
に
阻
止
す
る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

桧
尾
川
流
路
の
人
工
的
改
変
は
、
こ
の

ほ
か
成
合
谷
で
も

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
述
し
た

(
一
六
ぺ
ー
ジ

参

照

)
。

安
満
山
南
麓

の
山
手
町
と
萩
之
庄
と
の
境
界
か
ら
南

天

井

川

流
し
て
淀
川
に
至
る
ま
で
の
桧
尾
川
は
典
型
的
な
天

井
川
を
形
成
し
て
い
る
。
図

一
四
は
そ
の
状
況
を
示
し
た
横

断

面

図

で
、
阪
急
京
都
線
と
国
道

一
七

一
号
線
と
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
で
実
測
し

た
上
図
で
は
、
河
床
の
標
高

一
四

・
三
三
メ
ー
ト
ル
に
比
べ
て
、
左
岸

(東
岸
)
側
の
水
田
は
三

・
八
メ
ー
ト
ル
前
後
、
西
教
寺
を
中
核
と
す

る
萩
之
庄
三
丁
目
の
古
い
集
落
を
の
せ
る
盛
土
地
で
も
二
メ
ー
ト
ル
前

後
河
床
よ
り
低
く
、
右
岸
で
も
丸
大
食
品
工
場
敷
地
の
北
東
端
は
河
床

よ
り
二

・
四
メ
ー
ト
ル
も
低
い
。
こ
の
下
流
側

一
・
二
キ

ロ
メ
ー
ル
の

中
堤
橋
付
近

の
実
測
結
果
を
示
し
た
下
図
で
も
、
河
床

の
標
高
八

・
九

四
メ
ー
ト
ル
は
、
左
岸
側
前
島
二
丁
目
の
水
田
よ
り

一
・
六
五
メ
ー
ト

ル
、
右
岸
側
東
天
川
町
の
水
田
よ
り
二

・
九
四
メ
ー
ト
ル
も
高
く
な

っ

写7　 桧尾川下流の天井川(春 日神社を望む)
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第二章　高槻の地形と河川

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
天
井
川
は
、
人
工
的
な
築
堤
に
よ
っ
て

河
道
が
固
定
さ
れ
た
結
果
、
堤
内
に
の
み
土
砂
が
堆
積

し
、
河
床
が
上
昇
し
て
氾
濫
の
危
険
が
増
大
す
る
と
、
再

び
堤
防
の
か
さ
上
げ
が
行
わ
れ
て
そ
の
分
だ
け
再
び
河

床
が
上
昇
す
る
と
い
う
、
築
堤
、
か
さ
上
げ
と
河
床
上

昇
と
の
い
た
ち
ご

っ
こ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
京
都
盆
地
南
部
や
近
江
盆
地
に
は
天
井
川
が
多

く
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
河
川
上
流
域
の
山
林
荒
廃
が

進
行
し
た
近
世
後
期
以
降
、
天
井
川
の
形
成
が
顕
著
に

な

っ
て
い
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る

瀬
良
明

『
自
然

堤
防
』
昭
四
九

谷
岡
武
雄

『平
野
の

開
発
』
昭
三
九
、
籠

が
、
桧
尾
川
の
場
合
に
は
は
た
し
て
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
桧
尾
川

の
流
路
が
現
在
の
よ
う

に
固
定
さ
れ
た
の
は
中
世
前
期
に
お
け
る
安
満
庄
の
開

図15　 芥川下流の横断面

 

発
に
対
応
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
、
天
井
川
の
形
成
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
桧
尾
川
天
井
川
の
河
床
堆

積
物
は
径

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後

の
よ
く
円
磨
さ
れ
た
古
生
層
砂
岩
ま
た
は
泥
質
岩
の
礫
を
含
む
砂
礫
で
、
そ
の
供
給
地
は
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Ｉ　高槻の自然環境

桧
尾
川
上
流
域
の
古
生
層
山
地
お
よ
び
大
阪
層
群
の
丘
陵
地
と
考
え
ら
れ
る
が
、
桧
尾
川
自
体
は
そ
の
中
流
域

に
成
合
谷
の
谷

底
平
野
を
有
し
て
い
る
た
め
、
下
流

へ
の
土
砂
運
搬
能
力
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い

(
こ
の
こ
と
は
桧
尾
川
谷

口
の
扇
状
地
が
半
径

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
小
さ
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
)。
従

っ
て
、

桧
尾
川
が
天
井
川
化
す
る
た
め
に

は
か
な
り
長
い
時
間
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
桧
尾
川
の
流
路
固
定
、
す
な
わ
ち
天
井
川
化
か
ら
今
日
ま
で

の
期
間
が
相
当
長
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
図
一
三
下
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
淀
川
右
岸
堤
と
桧
尾
川
左
岸
堤
と
に
囲
ま

れ
て
袋
状
に
な
っ
て
い
る
前
島
地
区
の
水
田
が
、
桧
尾
川
右
岸
堤
外
の
東
天
川
の
水
田
に
比
し
て

一
・
二
九

メ
ー
ト
ル
も
高
く

な

っ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
桧
尾
川
下
流
と
並
ん
で
、
芥
川
の
下
流
も
ま
た
顕
著
な
天
井
川
を
形
成
し
て
い
る
。
図

一
五
は
芥
川
下
流
の
横
断
面
実

測
図
で
、
芥
川
扇
状
地
の
扇
央
部
に
相
当
す
る
西
国
街
道
芥
川
橋
付
近
で
は
、
河
床
か
ら
の
比
高
五
メ
ー
ト

ル
以
上
に
達
す
る

堤
防
に
よ

っ
て
河
道
が
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
の
河
床
は
左
右
両
岸
の
宅
地
よ
り
も

一
メ
ー
ト
ル
前
後
低
く
な

っ
て

い
て
、
扇
状
地
を
流
れ
る
河
川

一
般
と
共
通
な
特
色
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
淀
川

へ
の
流
出
口
に
近

い
大
樋
付
近
で
は
、

両
岸
に
ひ
ろ
が
る
水
田
の
標
高
五

・
二
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
、
芥
川
の
河
床
は
標
高
六

・
六

一
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
河
床
の
方

が

一
・
四

一
メ
ー
ト
ル
高

い
天
井
川
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
で
は
、
芥
川
左
岸
の
排
水
を
集
め
た
番
田
井
路
が
大
樋
に
よ

っ
て
芥
川
の
川
底
を
く
ぐ

っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の

大
樋
が
作
ら
れ
た
の
は
永
井
日
向
守
直
清
が
高
槻
藩
主
と
な

っ
た

一
七
世
紀
中
葉
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
頃
に
は

す
で
に
芥
川
は
大
樋
の
堀
削
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
の
天
井
川
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
高
槻
城
下
お
よ
び
そ
の

南
方
に
広
が
る
水
田
地
帯
の
排
水
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
大
樋
が
必
要
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
れ
で
は
芥
川
の
天
井
川
化
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
進
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め
に

は
芥
川
が
現
在
の
流
路
に
固
定
さ
れ
た
事
情
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
地
形
発
達
史
の
項
で

考
察
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
芥
川
の
天
井
川
化
が
桧
尾
川

の
そ
れ
と
は
若
干
事
情
を
異
に
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る

に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
桧
尾
川
の
場
合
は
前
述

の
よ
う
に
、
桧
尾
川
自
身
が
上
流
か
ら
運
搬
し
て
き
た
土
砂
を

堆
積
し
て
天
井
川
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
芥
川
の

場
合
は
む
し
ろ
淀
川
と
の
関
係
の
方
が
重
要

で
あ

っ

た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
の
第

一
は
、
大
樋
付
近

に
お
け
る
芥
川
河
床
の
標
高
六

・
六

一
メ
ー
ト
ル
が
、

淀
川
堤
内
の
芥
川
左
岸
に
残
さ
れ
て
い
る
自
然
堤
防
状

の
高
ま
り
を
も
っ
た
淀
川
の
堤
内
堆
積
物

（現
在
で
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
削
平
さ
れ
て
ゴ
ル
フ
場
に
な
っ
て
い
る
)

の
標
高
六

・
二
三
メ
ー
ト
ル
と
近
似
し
た
値
を
示
す
こ

と
、
第
二
に
は
大
樋
付
近
に
お
け
る
芥
川
の
河
床
堆
積

物
が
、
淀
川
の
堤
内
堆
積
物
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
組
成

を
示
し
、
そ
こ
に
は
芥
川
流
域
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
雲
母
や
石
英
な
ど
花
崗
岩
起
源
の
細
粒
物
質
が
か

な
り
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
芥
川
下
流

図16　 水無瀬川の川床縦断面
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部

の
河
床
上
昇
に
対
し
て
、
洪
水
時
に
淀
川
か
ら
芥
川

へ
逆
流
し
て
堆
積
し
た
土
砂
が
か
な
り
重
要
な
役
割

を
果
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

水

無

瀬

川

水
無
瀬
川
は
ポ
ン
ポ
ン
山
南
斜
面
に
源
を
発
し
て
南
流
し
、
川
久
保
で
釈
迦
岳
南
方
か
ら
南

西
流
し
て
き
た

東
水
無
瀬
川
を
合
し
た
の
ち
、
今
度
は
東
方

へ
向
き
を
変
え
て
尺
代
を
経
由
、
島
本
町
広
瀬

で
淀
川
に
注
い

で
い
る
。
流
路
延
長
は

一
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
は

一
七

・
九
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
川
は
、
図

一
六
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
流
路
が
急
流
を
な
し
、
水
源
か
ら
河
口
ま
で
の
平
均
勾
配
で
も
二
〇
分

の

一
弱
に
達

す
る
。
こ
の
た
め
河
川
の
侵
食
作
用
で
は
も
っ
ぱ
ら
下
方
侵
食
が
卓
越
し
て
深

い
Ｖ
字
谷
を
刻
み
、
こ
と
に
川
久
保
南
方
か
ら

尺
代
ま
で
東
流
す
る
間
で
は
、
両
岸
に
比
高
差
約

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
急
傾
斜
の
谷
壁
が
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
連
続

し
て
、
激
流
が
岩
を
か
む
爆
布
状
の
急
流
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
山
吹
溪
谷
と
も
呼
ば
れ
、
交
通
上

の
難
所
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
下
方
侵
食
が
卓
越
す
る
た
め
、
側
方
侵
食
に
よ
る
谷
底
平
野

の
形
成
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
東
水

無
瀬
川

の
水
源
に
近
い
大
沢
集
落
付
近
と
川
久
保
集
落

の
付
近
、
そ
れ
に
山
吹
溪
谷

の
出
口
に
あ
た
る
尺
代
集
落
付
近
な
ど
に

狭
小
な
谷
底
平
野
が
形
成
さ
れ
て
、
小
さ
な
居
住
空
間
を
提
供
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

淀

川

淀
川
は
琵
琶
湖
を
水
源
と
し
、
滋
賀
県
下
で
は
瀬
田
川
、
京
都
府
に
入

っ
て
三
川
合
流
地
点
ま

で

は
宇

治

川
、
三
川
合
流
地
点
よ
り
下
流
で
は
淀
川
と
呼
ば
れ
て
大
阪
湾

に
注
ぐ
。
流
路
延
長
は
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
す
ぎ
な
い
が
、
流
域
は
滋
賀

・
京
都
・
三

重

・
奈
良

・
大
阪
の
二
府
三
県
に
ま
た
が
り
、
そ
の
総
面
積
八

二
四
〇
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
近
畿
地
方
総
面
積
の
二
五

・
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
、
全
国
第
七
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
〔
『理
科
年
表
』

昭
和
五
〇
年
版
〕。

お
も
な
支
流
は
鴨
川
を
合
せ
た
桂
川
と
木
津
川
で
、
と
も
に
京
都
盆
地
と
大
阪
平
野
と
の
接
点
に
あ
た
る
山
崎
狭
隘
部
付
近
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で
淀
川
に
注
い
で
い
る
。
こ
こ
が
い
わ
ゆ
る
三
川
合
流
点
で
、

現
在
の
よ
う
に
、
国
道

一
号
線
の
御
幸
橋
付
近
か
ら
背
割
堤
防

を
つ
き
出
し
て
三
川
を
分
離
し
、
京
都

・
大
阪
府
境
付
近
で
そ

れ
ら
を
順
次
合
流
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
淀
川
改
良
工

事
の

一
環
と
し
て
明
治
三
二
～
四
〇
年
に
行
わ
れ
た
合
流
点
の

河
道
整
備
お
よ
び
大
正

一
四
～
昭
和
五
年
に
淀
川
改
修
増
補
工

事
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
三
川
合
流
付
替
え
工
事
の
結
果

で
あ
り

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局

『
淀
川
百
年
史
』
昭
四
九

江
戸
時
代
に
は
淀
城
址
付
近

で
三
川
が
合
流
し
て
、
そ
の
東
方
に
は
淀
川
の
遊
水
池
と
し
て

お

ぐ
ら

機
能
し
て
い
た
巨
椋
池
と
横
大
路
沼
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
。

三
川
合
流
点
を
す
ぎ
て
大
阪
平
野
に
入
る
と
、
淀
川
は
大
河

の
風
格
を
そ
な
え
て
ゆ

っ
た
り
と
曲
流
し
な
が

ら

南
西
流

す

る
。
こ
の
部
分
の
淀
川
は
、
明
治
以
降
の
相
次
ぐ
改
良
工
事
、

改
修
工
事
、
低
水
工
事
に
よ
っ
て
、
今
日
で
は
自
然
河
川
と
し

て
の
性
格
を
ほ
と
ん
ど
失

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

そ
の
河
床
も
前
述
し
た
淀
川
低
地
の
微
地
形
に
対
応
し
て
階
段

状
に
な

っ
て
お
り
、
河
水
の
滞
留
す
る
淀
み
と
、
渇
水
時
に
は

写8　 淀川の三川合流点 （建設省近畿地方建設局 『淀川百年史』所収)
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水
流
が
乏
し
く
な
り
、
と
き
に
は
干
上
る
こ
と
す
ら
あ

っ
た
凸
部
と
が
交
互
に
連

っ
て
い
た
。
淀
川
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
よ

う
な
河
川

の
状
態
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

淀
川

の
河
床
か
ら
縄
文
時
代
以
降
中
世
に
至
る
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
柱
本
遺
跡
は
こ
の
よ
う
な
淀
川
河
床
の
凸
部
に
上

流
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
各
時
代
の
遺
物
が
堰
き
止
め
ら
れ
て
堆
積
し
た
結
果
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
柱
本
あ

た
り
か
ら
鳥
飼
に
か
け
て
の
淀
川
河
床
が
凸
部
に
あ
た
り
、
渇
水
時
に
干
上
る
こ
と
も
あ

っ
た
こ
と
は
、
平
安
末
期
の
治
承
四

(
一
一八
〇
)
年
七
月
に
京
都
か
ら
福
原

(現
神
戸
市
)
へ
往
復
し
た
中
山
忠
親
が
、
そ
の
日
記

『
山
槐
記
』
〔
中
世
四
八

〕
の
七
月

十

八
日
条
に

「午
剋

(正
午
)
旧
都

(京
都
)
を
出
る
。
未
剋

(午
後
二
時
)
古
河
に
お
い
て
乗
船
、
今
津
で

日
没
。
し
ば
ら
く
し

（
ロ

カ
）

て
、
柱
本
に
船
を
留
め
て
酒
食
を
取
る
。
月
の
出
に
船
を
出
す
。
近
日
は
旱
魑
な
の
で
河
水
が
無
い
。
土
民
等
が
江

々
を
止
め

て
田
に
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
河
尻
に
下
向
す
る
船
は
往
反
が
難
し
い
云

々
。
そ
こ
で
そ
の
所
に
臨
ん
で
之

を
見
さ
せ
る
と
、

大
河
を
堰
き
止
め
た
水
は
他
の
方
に
流
れ
下

っ
て
い
る
。
思

い
も
か
け
ず
陸
地
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
夜

通

し

扁

舟

(底
の
平
ら
な
小
舟
)
に
棹
を
さ
し
て
い
く
と
、
吹
田
で
夜
が
明
け
た
。」
と
記
し
、
同
二
十
二
日
条
に
も

「
(前
略
)
午
剋
河
尻

に
着
く
。
終
夜
綱
手
を
引
か
せ
た
が
、
鳥
飼
で
河
水
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
江
口

・
柱
本
で
水
を
止
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

鳥
飼
に
船
を
留
め
て
輿
に
乗
り
、
柱
本
で

再
び
小
さ
な
船
に
の
り
つ
い
だ

(下
略
)。」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
も

知
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
中
山
忠
親
の

一
行
は
、
平
清
盛
の
福
原
遷
都

に
よ

っ
て

旧
都
と
な

っ
た
京
都
か
ら

新
都

(福
原
京
)

へ
行
く

た
め
に
淀
川
を
船
で
下
り
、
柱
本
で
夕
食
の
後
、
月

の
出
と
と
も
に
船
を
出
し
た
が
、
淀
川
の
河
水
が
無
く
な

っ
て
い
て
、
そ

の
ま
ま
で
は
進
め
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
旱
魑

の
た
め
沿
岸
に
住
む
農
民
が
淀
川
を
堰
き
止
め
て
田
に
水
を
入
れ
て
い
る
か

ら
で
、
使
者
を
出
し
て
検
分
さ
せ
る
と
、
堰
き
止
め
ら
れ
た
水
は
淀
川
本
流
と
は
違
う
用
水
路

に
流
れ
下

っ
て
お
り
、
本
流
が
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流
れ
る
べ
き
所
に
は
思
い
も
か
け
ず
陸
地
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
柱
本

・
鳥
飼

の
あ
た
り
で
淀
川

本
流
を
堰
き
止
め
て
潅
漑
用
水
を
取
る
こ
と
は
な
い
が
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
取
水
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
た
ま

た
ま
こ
の
年
は
旱
魑
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
た
め
、
潅
漑
用
水
の
取
水
が
さ
か
ん
で
、

つ
い
に
は
淀
川
本
流
を
干
上
げ
る
ま
で
に

な

っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
や
む
を
え
ず
忠
親
の

一
行
は
扁
舟

(底
の
平
ら
な
小
舟
)
に
乗
り
換
え
て
、
用
水
路
を
下

っ

て
い
っ
た
。
そ
の
四
日
後
、
福
原
か
ら
京
都

へ
の
帰
途
に
は
、
鳥
飼
ま
で
は
船
で
上

っ
て
き
た
も
の
の
、
そ

こ
で
河
水
が
無
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
柱
本
ま
で
は
輿
に
乗

っ
て
陸
上
を
進
み
、
柱
本
か
ら
再
び
小
舟
に
乗
り
つ
い
だ
訳
で
あ
る
。
こ
の
記

事
に
は
、
淀
川
河
床

の
階
段
状
地
形
が
、
中
世
前
期
の
淀
川
水
運
や
潅
漑
用
水

の
取
得
に
与
え
て
い
た
影
響
が
如
実
に
示
さ
れ

て
い
て
興
味
深
い
。
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